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1 球殻のコンデンサー

厚さを無視できる金属の球殻がふたつ、中心を共有している。これらの半径はそれぞれ aと bであり、a < bで

ある。内側の球殻に +Qの電荷を、外側の球殻に −Qの電荷を与え、このふたつの球殻によるコンデンサーの電

気容量を求めよ。

ガウスの法則よりこのコンデンサーの外側での電場はゼロであることが解る。また内側の球殻の内側の空間でも

電場はゼロである。また半径 rが a < r < bの範囲において電場 E は半径方向に広がり、その大きさはガウスの

法則より
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であるので、ふたつの球殻の間に生まれるポテンシャルの差 ϕは (注：低い方から高い方へ積分する)
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よって、コンデンサーの電気容量 C は定義 C = Q/ϕより
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2 円筒のコンデンサー

半径 aと b（ただし a < b）で長さが共に Lである円筒の厚さを無視できる金属板がふたつ、中心を共有してい

る。内側の円筒は外側の円筒からはみ出していない。これらふたつの円筒によるコンデンサーの電気容量を求め

よ。

内側の円筒に電荷 +Qを、外側の円筒に電荷 −Qを与える。十分に短い長さ l ≪ Lをとり、コンデンサーと中心

を共有する半径 r(a < r < b)で長さ lの円柱の閉曲面を考えると、半径 rにおいて電場は半径方向に広がってい

るので、ガウスの法則より、
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よって、ふたつの金属板の間の静電ポテンシャルの差 ϕは (注：低い方から高い方へ積分する)
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よって、コンデンサーの電気容量 C は定義 C = Q/ϕより
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